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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

0 781,996R6年度

17.0

R5年度 0 838,717 △ 26,189 812,528 812,518 768,795 20.0

R4年度 0 858,238 △ 113,949 744,289 743,719 729,050

△24,000 757,996 757,996 712,187 18.0

事業番号 02 06 02 事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

・地域振興局が核となり、地域課題の解決や活性化に向けて取り組んでいる。

・地域の強みや特性を最大限に生かした地域振興を図るため、地域の多様な主体による取組が自主的・主体的に行われるよう支援す

る必要がある。

・地域の多様な主体が自主的・主体的に地域の課題解決や活性化に取り組み、地域社会全体の活力を生み出せるよう支援する。

・地域振興局長のリーダーシップの下、現地機関が一体となって課題解決に取り組み、地域の強みや特性を最大限に活かした地域振

興を図る。

①地域の元気を生み出す取組を支援

・県予算の構築に当たり県民の新たな発想や問題意識を取り入れるとともに、県政をより身近なものとするため、事業提案及び事業選

定プロセスに県民が関与する県民参加型予算（提案・選定型）について、地域振興局で実施

・住民主体の取組による地域の元気を生み出すきっかけづくりを支援するため、「地域発　元気づくり支援金」を交付

②地域の課題解決や活性化に向けた取組を推進

・「地域振興推進費」を活用し、地域振興局長のリーダーシップの下、現地機関が一丸となって、地域の課題解決や活性化に向けた取

組を実施

地域活力の維持・発展

地域活力の維持・発展

3-1③

3-1③

地域振興課

実施期間 H19 ～

R6年度

実績 推移

③県民参加型予算（提案・選定型）の実施

単位
R4年度 R5年度

No. 指標名
R6年度

目標値

E-mail shinko pref.nagano.lg.jp
事　業　名 地域振興局事業費

部局 企画振興部 課・室

年／

年度 数値

2024

(R6)
78

2024

(R6)
265

直近３か年の状況
年／

年度 数値

2023

(R5)

2022

(R4)
73

No. 施策分野（施策の総合的展開名）
目標

年／

年度 数値

2027

(R9)
93

2027

(R9)
289

達成

状況
目標値設定理由

達成目標

（☆印が付いているものは主要目標）

小さな拠点形成数

地域運営組織数

実績 実績 推移

単位

か所

団体 254

74

2023

(R5)
255

2022

(R4)

年／

年度 数値

①

②

未達成

達成

97

74.0

↘

↗

↘

↘

近年、減少傾向にあるため、R5年度見込みと同程度を目標とす

る。

令和３、４年度実績を上回る割合74％を目標とする。

91

75.6

団体

％

地域発　元気づくり支援金を新

たに活用した団体数

地域振興推進費を活用した事

業における成果指標のうち、達成

したものの割合

92

72.2

108

73.0

【令和６年度地域発元気づくり大賞事業（令和５年度事業）】

信州松本うらまちレジリエンス・

プロジェクト（松本地域）

ソルガムコンソーシアム事業

（長野地域）

インバウンドの聖地山ノ内町での外国語

実践研修＆人材育成事業（北信地域）



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

指標 ①

指標 ②

地域の横断的な課題や緊急的な課題等に的確に対応した結果、295個の成果指標のうち223個で「達成」となった

新たに活用した団体数を令和５年度の見込値と同程度に設定したが、活用団体数が伸びず目標未達成となったものの、前年度と比

べても、実績ベースでは新たに活用した団体数を維持かつ全体要望事業数は令和５年度と同程度となっており、実態としては令和５

年度と同様に多くの団体の取組に対する支援を行っていると判断できる。

(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題

・元気づくり支援金については、新規活用団体数は減少傾向にあり、制度を有効活用するためにどのように展開していくか検討が必要と

なっている。

・地域振興推進費については、令和６年度は、令和２年～５年度を上回る執行率となった。一方で、令和元年以前の水準には戻っ

ていないため、引き続き年間計画を見据えた進捗管理を行っていく必要がある。

(2) 事業改善の方策

・元気づくり支援金については、制度開始から17年を経過していることもあり、これまでの成果と現状・課題及び制度創設以降の状況変

化を踏まえて、今後の制度のあり方を市町村とともにワーキンググループを設置・検討し、令和７年度事業から制度改正を行ったところ。

制度改正の影響を踏まえて、引き続き制度のあり方を検討していく。

・地域振興推進費については、より成果・効果につながる事業実施を意識して取り組み、また、地域振興局と連携し、年間の事業計画

を踏まえ、年度内の事業完了を見据えた執行管理の徹底を図る。

R6年度推移 ↗

達成状況 未達成

達成状況 達成

①地域の元気を生み出す取組を支援

・348事業に対して「地域発　元気づくり支援金」を交付し、地域の元気を生み出す取組を支援した。

・多彩な取組のうち、着眼点や波及効果などに優れた優良事例を選定し、表彰を行った。

（元気づくり大賞３事業、知事表彰10事業、局長表彰15事業）

②地域の課題解決や活性化に向けた取組を推進

③県民参加型予算（提案・選定型）の実施

地域発　元気づくり支援金を新たに活用した団体数 R5年度推移 ↘

地域振興推進費を活用した事業における成果指標のうち、達

成したものの割合
R5年度推移 ↘

02 06 02

R6年度推移 ↘

事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 地域振興局事業費 部局 企画振興部 課・室 地域振興課

・「県民参加型予算（提案・選定型）」を活用し、上田地域振興局において、県民等の新たな発想や問題意識を取り入れた取組を

実施した。（他５地域振興局で実施されている「県民参加型予算（提案・選定型）」については、各関係部局にて予算を計上。）

・「地域振興推進費」を活用し、地域振興局長のリーダーシップの下、現地機関が一丸となって、地域の課題解決や活性化に向けた取

組を154事業実施した。

　【主な取組】

事業番号



千円

R4年度

決算額

R5年度

決算額

R6年度

決算額

- 21,430 7,413

千円 千円 千円

1

事業番号 02 06 02 細事業一覧（令和６年度実施事業分）

多彩な取組のうち、着眼点や波及効果などに優れた優良事業を選定し表彰を行う

ために要する経費

元気づくり大賞３事業、知事表彰10事業、局長表彰15事業

直接

R4年度

決算額

631,508672,985653,755

千円千円千円

細事業を構成する主な取組

元気づくり支援金

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業

No.

R6年度

決算額

R5年度

決算額
細事業名

地域発　元気づくり支援金

No.

1

部局 企画振興部 課・室 地域振興課

令和６年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

市町村や公共的団体等が、住民とともに自主的かつ主体的に取り組む地域の元気

を生み出す事業に支援金を交付

51市町村、245公共的団体等の348事業を支援

事　業　名 地域振興局事業費

選定会議経費等

優良事例表彰

実施方法

補助金

細事業

No.
細事業名

2 地域振興推進費

支援金対象事業の選定の参考とするため、有識者等で構成される選定会議を開

催し意見聴取を実施

10地域振興局で選定会議を開催

直接

3

R4年度

決算額

R5年度

決算額

R6年度

決算額

75,295 74,380 73,266

千円 千円

154事業（他局との連携による共同実施事業７を含む）

No.

実施方法 令和６年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

3 県民参加型予算事業費

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 地域振興局による地域課題の解決

直接 地域振興局長のリーターシップの下、現地機関が一体となって地域課題の解決に向

けた取組を実施

【上田地域振興局】

上田地域ワイン・ツーリズム拠点整備・

創出事業

委託 ワインを活かした観光地域づくりを更に進めるため、訪れる観光客等が当地域のワイ

ンを気軽に楽しめる環境を構築、遊休不動産を活用した新たなワイン関連ビジネス

を創出

地元向け説明会及びワークショップ開催２回、ビジネスアイデアブックの作成１件、起

業者＆出資者向け相談会開催３回、現地見学会開催３回等

No. 細事業を構成する主な取組


